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1. 緒 雷
放射飲菌類が拾抗作用を有する菌株を多〈含んでゐる事は既に多〈の研費者によって明かに
された所である.Waksman (d:供試放射歌菌の 43-'7%'，Emer田 nは52%'，相磯氏(1)は30%'
が拾抗作用を有すると報告した.Waksmanによれば現在迄に報告された拾抗徴生物を綜合す
れば芽胞細菌類に最も多〈放射扶菌之に弐ぎ，糸歌菌には比較的少いと謂ふ.放射扶菌類は土
壌徴生物として細菌と共に重要な地位を占め種荷の特為な作用を管むととが知られた.
筆者等は第一報に述ペた放射扶菌株を供試して，その微生物に対ずる拾投作用を研究した.
対象として選んだ微生物は植物病原菌類を主とし， Bacterium solanacearumトマト青枯病菌
に重点を置いた.
微生物桔抗作用を広義に解釈すおならば養分の毛手奪，婚地口物理化学的変化等による発育阻
害現象(9;も含まれねばならないが，我均ば，抗菌物質の生産を以て拾抗作用と見倣した(ol 実
験中， Bact.田}anac回目mに対する溶菌作用を認めたものについては簡単に報告した.
1. 材料及び方法
(1)供試微生物
放射献薗については第1報に詳述した. ととでは実験に利用した他の微生物について述べ
る. とれ等は" 実験に利用して便なるもの， 入手し得た各種病菌並びに非病原微生物等をと含
み，ー定の方針に従・って選んだものではないL
細菌類
l.Baはぽium釦 lanacearumトマト脊枯病菌Lタパコ立枯病菌)トマト及びタバコから大
原農業研究所及び専賀会枇岡山たほと試験場に於て分離した 2501号菌株である.
2. Bacterium sp. 1209号菌株.筆者が分離した細菌.Bouillon agar ~発育迅速，抗菌
物質に敏感である.
3. Staphylococcus pygenus aureus黄色葡萄献球菌岡山大学医学部細菌学教室よP譲
渡された菌株.
‘本報文は文部省科学斌験研究費によって行った研究のー郊である。犯して謝意を表する・
州事売会社岡山たばこ試磁場枇員・本実験は主として大島枇民の行なったと ζ ろである.
【震学研究第紛巻第4号195-204頁 1952) (195) 
4. Baclllus coli communis大腸菌岡山大学医学部細菌学教室より譲渡された菌傑で発
育迅速で反応が早〈現れる.
5. Bacillus prodigiosus霊菌専費公世秦野たばと試験場に於て分離した菌株
6. Baci1us subtilis枯草菌 岡山大学窪学部細菌学教室より譲渡された菌株
7. Bacillus tuberculosis gallinaceus烏型結接薗岡山大学医学部細菌学教室より譲渡さ
れた菌株で，酸性培地によく発育する.
微 類
8. Alternaria Kikuchiana梨黒斑病菌大原農業研究所に於て被害果より分離.2337号菌
株.
9. Alternaria longipes タパコ赤星病菌専寅公枇岡山たほと試験場に於てタパコより分
離.2415号菌株.
10. Aspぽgi1lusOryzae麹徽大原農業研究所々殖菌株. 2416号菌株.
11. Ceratostostomella fimbriata台育黒斑病菌大原農業研究所k菌株. 2417号菌株.
12. Cladosporium sp. 専寅公枇岡山プヒばと試験場に於て分離
13. Colleto甘ichumlagenarium瓜類炭症病菌専寅公枇岡山たばと試験場に於て分離
14. Fusarium niveum瓜基割病菌大原農業研究所々菰菌.492号菌株.
15. Gibberella回 ubinetii麦赤徹病菌大原農業研究所占離菌. _2089号菌株.
16. Heliminthosporium oryzae稲胡肺葉枯病菌 ・大原農業研雰所k戴菌. 139号菌株.
17. Hypochuus ceritrifugus白絹病菌専賀会枇岡山たぱと試験場に於てタパコより分離
25号菌株.
18. Monilia sitophila 幕費公枇岡山たばと試験場に於て土嬢より分離，発育迅速で胞子形
成:豊富，抗菌物質に鋭敏である.
19. Rhizopus nigricans甘藷軟南病菌専費公枇岡山たほと試験場に於て甘藷より分離
20. Aspergillus sp. 専寅公枇岡山たほと試験場に於て分離
酵母類
21. Saccharomyces bahr 大原農業研究所k戴菌.25号菌株〈当研究所化学教室より)
22. Saccharomyces Sake 大原農業研究所k窺菌.27号菌株〈当研究所化学教室より)
(2)桔抗菌株の選出方法
措抗徴生物を選出する方法は数多くあるが，放射扶菌に適ずるものとして我々は卒函培養法
正採用した.叉，抗菌物質の検出には Papermethodを用いた.
i) 2jS-商培養法(第1図)
放射扶菌をき寒天平面培地に植付け300Cに3日培養し， Colony 0発達をみたものに供試微
生物の suspensionを寒天商に流し，更に 1.-.2日間培養する.放射扶菌株が拾杭作用を
有しない場合は供試微生物は Colonyに接して寒天全面に発育するが，括抗作用を有す
る場合は Colonyの周囲に抗菌物質が拡散してゐる震に，発育しない透明都が形成せられ
る.之を阻止帯 Thezone of inhibitionと呼ぶ.阻止帯形成の有無，その大さによって
桔抗作用の有無と強さを大体判定する事が出来る.
我々ぽ形成された阻止帯の商積を Colonyの占る面積で割った数値をと以て平面培養法に
於る抗菌カ価とした今， ColQnyの直径を dとし，阻止待の直径を Dとすれば抗菌カ価
γ ぽl=(与rで示される.
(1関) -4.0-
i) Paper method (第2図)
液中に含まれる抗萄物質を検出する方法として， Paper methodを用いた.即ち一定の
大さの小円形殺菌措紙に被横液を漫せて，之を予め検定用徴生物を混じた平面培地上に置
き，適温に於て培養し，徴生物の発育により円形措紙の周囲に現れる阻止帯を測定する.
我々は東洋措祇株式会枇No.2i慮紙を径6mmの円に切抜き乾熱殺菌して使用した.との
小円形紙の含み得る液量ぽ大体，水として 8-10mg量である.検定用徴生物は特殊の場
合を除き，前項に述ペた微生物を用ひた
Paper methodに於て円形措紙の代りに放射蹴菌の菌体自体を置いた場合も同様であっ
て，菌体が抗菌物質を含有して居る場合は阻止帯を形成する.我々はとれを菌体内の抗菌
物質を検出する方法としたとの場合重要な事は寒天上に置く菌体は適当な方法て悦糠さ
れ且，寒天f土で発育しない棟に殺されてiゐなければならない.若し，之が行tまれないと，
誤差を生巴る恐れがある.我々は通常菌体位殺菌7.kで、洗樵し，菌体の死誠に必要な最少限
の熱処理 (7QOC10分)を行ウた.抗菌力の評価け.油紙縁と阻止帯外縁との・なす帽を mm
で示した.(第3図〉
11.責験結果
放射扶菌の各菌株に就て，平面培養法に於る抗菌力価を各種の徴生物に就て測定し，徴生物
の種類ど作用との関係を折菌スベクトルに示せば第1表の加くである.
第1表に於て用いた培地は Bact.salanacearum及びかぴ類は Potatoagarを，他の細
菌及び放射扶菌には Sucroseboui1lon agarを，酵母にほ麹汁寒天を用ひた.微生物をき寒天
平面に流して，阻止帯を形成するに要する培養時聞は， Bact. solanacearumを除く細菌類，
酵母類， Monilia sitophila， Rhizopus nigricansは24時間，其他は48時間である.
折菌物質の検出の結果は第2表の如くである.
検定に用ひた徴生物は細菌は No.1209.放射扶菌ぽ NO.l回:9.かぴぽ Moniliasitophila 
であった.
平面埼養法に於て阻止帯を示すにも拘らや折菌物質を証明し得なかったものが28株ある.証
明されなかったのは実験方法の不適であった詩か，或は特定の条件下に於てのみ作用を示すも
のであるか，単なる誤差であるか明かでない.之等の中にも抗菌物質を生産する菌株があると
とは充分考へられる.然しとれ等は興味ある問題を含むものと，思はれるが}応，拾抗菌株から
除外する.
抗菌スペグトルから桔折放射歌菌を，細菌に作用するもの，微に作用するもの及び放射扶菌
に作用するものに分類すれば第3表に示す如くである.
No. 1165は平面樗整法では阻止帯を示さないが Papermethodに於ては抗菌物質を検出
し得た.之は桔折菌株と考へてよいものである.
折菌スベクトルを更に詳細に検討するならば細菌類，徽類の中でも種類によって著しく枕菌
カ価を具にするものがある.大腸菌，霊菌等は比較的抗菌物質に鈍感である様である.徽の中
では Fusariumniveum， Aspergi1lus伽yzaeは作用を受け難いが， Rhizopus nigricans， 
Colletotrichum lagenarium， Cladosporium sp.は敏感の様である.
平面培養法に於て阻止帯を示したものは52株， 72.2%で，折菌物質を証明された拾抗菌株は
24株， 33.3%であった.即ち卒菌培養法で阻止帯を示Lたものの字数以上は折菌物質の存在を
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証明し得なかった.
24株の措折菌株と他の非i古折菌株とを比較した場合，拾折作用と形態叉は諸性質との聞に相
関々係を認めるととが出来ない.ー例として色素生産と作用との関係を示せば第4表の如くで
ある・
Colonyり組滑，発育温度，最適pH，炭素源，窒素源との関係も認め得なかった. (第1
報参照)
措折菌株ば自身の生産する折菌物質に対して感受性があるか，非情折菌株に於ては代謝産物
は自身の発育に有害であるか，との点を明かにする目的で共のま日き実験を行った.
方法:全部の放射般菌株について，卒商培養法を行ひ，寒天上に予め Colonyを発育させた
後，同一菌株の胞子 suspensionを流して培養し阻止帯形成の有無を検じた.
結果:No. 1141を除く他は全ての場合，阻止帯は形成されなかった.即ち措折菌株は自己
の生産する折菌物質には感じないものと雪ひ得る.叉代謝産物は少くとも 5日程度の培養では
自身の発育に有害な作用を示さない様である.
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抗菌スペクトルによる猪抗菌株の分類第 3表
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No. 1141は唯一の例外であって自身の
発育を阻害する作用を示した.本菌株は
.7.ji商場養法に於ては阻止帯を示すが培養
液中でほ検出困難である.
(附)放射般商の博菌作用(第4図〉
指折作用に関連して，放射昧菌の Bact.
solanacearum IC対する溶菌作用につい
て実験を行った.その結果， No. 1158 
は強い博菌作用を有する事を認めた.即
ち馬鈴薯煎升に Bact.solanacearumを
一:作用無+:作用有〈佐〉
色素生産性と指抗作用第 4表
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植付け却のCに48時間格養し， 更にその上に No.1158放射扶菌を植付け培養を続けると，
3日後から液面下に透明な溶菌帯が形成せ・られ漸次拡大する.第1表によれば No.1158は
Bact. solanacearum と Rhizopusnigricansに作用して居り，折菌物質は証明されてゐな
ν、
lV. 考 察
放射歎菌72菌株中より措折菌株24株を得た.之は供試菌株の 33.3%である. Waksman， 
Emersonより梢々少い値であるが，相磯氏よりI';l少しく多い.杭菌物質を証明し得ないで平面
埼養法で肱止帯を示すものが頁に約40%含まれてゐる.とれ等は拾折菌株と見倣し得ないが，
その中にも抗菌物質を生産する菌株が未知のまま含まれてゐる事が推療される.之と反対に平
面埼養法に於て阻止帯を示さや， Paper methodに於て折菌物質を検出し得たものとじて
NO.l165が知られた.之は折菌物質の性質によるものと想像されるが不明である.とれ等の事
実は，抗菌物質を探求する事の複雑さと困難性を示すものである.
放射献菌類が多〈の抗菌株主こ含むととは，之を放射献菌類の分類に利用出来るのではないか
と考へられる.折薗スペクトルによって分類を試みた結果は第3衰の如〈である.即ち細菌の
みに作用するもの3株， 放射扶菌のみに作用するもの6株， 徹と酵母・にのみ作用するもの 5
株，細菌と放射猷薗に作用するもの 5株，酵母にのみ作用しないもの2株，全部隊作用するも
の，7株である.折菌スペタトルは菌株により異聞があって正確に同じものは無いがs作用の傾
向を達観すると，細菌と放射扶菌との聞と，徴と酵母の聞には近縁的な関係がみられる様であ
る.一方供試微生物についても興味ある傾向がみられる.第1表に於る抗菌カ価の緑、言十から求
められる平均折菌値は，細菌443.2，放射般菌は301.6，補佐は106.7，酵母は88.3である.即ち
放射扶菌の拾折作用に対ずる感受性は細菌が最も高く，放射扶菌之につぎ.徹，酵母は感受性
が比較的少い.細菌め中ではBacillustub釘 cu10sisgal1inaceusが最大で約1初0，No. 1209 
之に次ぎ約7∞，有j萄献球菌，背枯病菌は同程度で3∞→ω，Bac. subtilis， B. coliが1∞-
170， B. prodigiosusは最も少〈て44.5である.
放射扶菌は大差なく200-380程度である.徽の中では Rhizopusnigricansが217で最大，
Alternaria， Col1etotrichum. Helminthosporium， Moniliaが 130-150，Ceratostomel1a， 
Cladosporium. Gibberella r.t 90ー 100，Hypochnusは少<74， Aspergillus は最も少くてぬ
以下を示した.酵母は80-90であった.との比較は微生物の種類によって生理作用の具るー商
を示す，ものとして興味深い.
拾抗菌株と非j古抗菌株との輯性質を比較して，何等かの相閣が認められるならば検索上極め
τ好都合である.然し乍ら我身の実験の範囲では何等の乎がかPをも得るととが出来たかっ
た.我々の実験の中で持抗菌株の検索，分類陶汰に闘しで役立つのではないかと考へられるの
は次の事実である.即ち極少数の例外を除き，持抗菌株は自己の生産する抗菌物質には感受性
を持たない事を明かにした.Waksman は Streptomycin生産菌株は So・eptomycinに作用
され難い事を明かにし，之を菌株改良に利用してゐる様である. No. 1141は唯一の例外であ
った.その詳細は未だ明かでない.
放射扶菌の Bact.solanacearumに対ずる溶菌作用を実験した結果 No.1158が強い静菌作
用を示した.
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v.摘 要
1.本報告は放射扶蘭72株中より拾抗菌株を選出した実験の概要である.選出には平面培養法
を用ひ，抗菌物質の検出には Papermethodを用ひ，抗菌物質を証明し得た菌株を以て措
抗菌株とした.
2.千百培養法に於て阻止帯を示したものは52株で全菌株中の72.2%でるったが，抗菌物質を
証明し得たものは24株で33.3%であった
3.折薗スペクトJレによって拾抗菌株を分類すれば，細菌のみに作用するもの3株，放射扶薗
のみに作用するもの6株，徴と酵母に作用するもの5株，細菌と放射扶菌に作用するもの5
株，細菌，放射欺商及び微に作用するもの2株，酵母を含めて全部に作用するもの7株であ
った、(折菌物質未検出のものを含む).
4.抗菌スベクト Jレの関連性け.細菌と放射欺商との聞及び徴と酵母との聞には密接なものがあ
る様であるが，その両群聞には関連が少い様である.
5.供試微生物の放射扶菌の抗菌物質に対する感受性を種類別に比較すれば，平均抗菌力価は
細菌は最も高く43.'2，放射扶菌は之に次で301.6，徴及び酵母け.感受性少〈夫A"106，7を示
した.
6.供試細菌中でけ Bact.tuberculosis gallinaceusが殻も感受性高<.No. 1却9，葡萄扶球
菌，背枯病菌の順に少くな!J， Bac. subti1s， B. coli communisは著しく少(， B. prodi-
giosusは最も少い結果を示した放射扶菌は大差なく細菌より梢低ν泊宣を示した.微では
Rhizopus， Alternaria， Colleto佐ichum，Moni1ia等は感受性高(， Helminthosporium， 
Ceratostomella， Cladosporium， Gibberellaは少く， Hypochnus， Aspergi1usは最も感
受性が少ない.酵母は微に比較して少しく低い値を示した.
7.拍主党作用を有する放射献菌は No.1141を除く他，全て，自己の生産する抗菌物質の作用
を受りたい様である.
8. Baet. solanacearumに対する溶菌作用については NO.1158が強い作用を示した
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第 1図 2jS.商埼餐法に於る阻止待形成
放射紋菌 No.1154 
x Bact. solanacearum 
放射欺商 No.1166 
x Bac. tuberculosis gallinaceus 
放射欺菌 No.1122 
x Moni1ia sitophir百
放射倣蘭 No.1166 
xB;Jct.ωlanace坦rum
放射欺商 No.1141 
xBac.れlb.gallinace¥ls 
放射扶酋 No.1124 
x Saccharanyces Sake 
第2図 Paper method による阻止待形成
放射止犬酋 No.1123 放射欺商 No.11G6 
x Monilia si tophira x Bac. tuberculosis gallinaceus 
規事3図 官官体内に合まれる錠前物質
放射欣商 No.] lo4 
x Bact. saJanacearum 
f手:'4図 Bact. solana句 arumに対する放射欽薗の殺事菌作用
A.放射欺商 No.1158 
B. 1/ No. 1164 
C. グ No.1195 
